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82 2編3章　遺伝情報とタンパク質の合成

ヒトのゲノムには，約20,000個の遺伝子が含まれている。これらの遺伝子のすべて
が，いつもはたらいているわけではなく，細胞によって異なる遺伝子がはたらいてい
る。

ハエやユスリカなどの幼虫のだ腺
せん

の細胞を観察す
ると，巨大な染色体が観察できる。この染色体は，
だ腺染色体といい，ところどころにパフと呼ばれる
膨
ふく

らみが観察できる（図5）。パフは染色体が部分的
にほどけたような領域で，1つのパフは，1つの遺
伝子に対応していると考えられている。パフでは，
それぞれの遺伝子がmRNAに転写されている。観
察実験5でパフを観察してみよう。

4 遺伝子の発現と生命現象
Gene expression and life process

さまざまな細胞ではたらいている
遺伝子は，同じなのだろうか。

セントラル
ドグマ 転写 翻訳 遺伝子の

発現
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▲図5　ショウジョウバエのパフ

パフのない時期

だ腺染色体
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したパフ　　

矢印は同じ
バンドを示す。

A 選ばれてはたらく遺伝子
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ハエの発生過程とパフ

　パフの位置（遺伝子の種類を反映する）と大きさ（転写の活発さを反映する）は，幼虫が蛹
さなぎ

に

なるにつれて，さまざまに変化する（図a）。このことは，ハエの発生過程でいくつかの遺伝
子がはたらいていて，発生が進むにつれて，はたらく遺伝子の種類が変化していることを示

している。ゲノム（染色体）の中で，さまざまな位置を占
し

める多数の遺伝子が，次々にはたら

くようすを直接的に見ることができる例として興味深い。
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▲図a　発生過程で変動するパフの大きさと位置　A～Gはそれぞれ遺伝子がある位置を示す。

84　2編3章　遺伝情報とタンパク質の合成

　ヒトを含めて動物の体には，心臓，脳，筋肉
を始めとして，さまざまな細胞がある。これら
の細胞は，1個の受

じゅ

精
せい

卵
らん

が分
ぶん

裂
れつ

を繰
く

り返
かえ

した結
果，生じたものである。ある細胞が，特定の形，
はたらきをもった細胞に変化することを分

ぶん

化
か

（細
さい

胞
ぼう

分
ぶん

化
か

）という。分化した細胞では，特定の
遺伝子がはたらいている。
　体細胞分裂では，複製されたDNAが染色体
として娘

むすめ

細
さい

胞
ぼう

に分配されるので，1つの個体の
すべての体細胞は同一のゲノムをもっている。例えば，血球や筋肉，眼

め

，肝
かん

臓
ぞう

などさ

まざまな組織や器官を構成する細胞では，ゲノムにある多数の遺伝子のうち，その細
胞に必要とされる遺伝子だけが発現している（図7）。

B 細胞ごとに異なる遺伝子の発現

▲図6　ヒトの受精卵
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▲図7　分化した細胞での遺伝子の発現　さまざまに分化した細胞で発現する遺伝子は，細胞ごとに異なっ
ている。この模式図では，4つの遺伝子が1本のDNA上に描かれてある。
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88 2編　探究2

　　　　　細胞分裂の各時期の細胞の割合と細胞周期の関係を考えるモデル化実験

　生きている細胞の分
ぶん

裂
れつ

を連続して観察しなくても，分裂がさかんに起こっている部分をある時
点で観察した際の多数の細胞の間期と分裂期の数の比から，間期と分裂期の所要時間の割合を調
べられることがわかった。これを細胞周期をモデル化した実験で検証する。
　　　　Step.1では，観察像の細胞を細胞周期の間期と分裂期に分けたが，このモデル化実験は，
細胞周期が３つの時期に分けられると仮定して行う。3つの時期をグー・チョキ・パーで示し，
それぞれの時期の時間をグーが1秒，チョキが2秒，パーが5秒と仮定する。また，実験に参加
した生徒の数を観察像の細胞の数と見なす。
❶35人くらいの人数で，手でグー・チョキ・パーを順に出すことを繰

く

り返
かえ

す。グーを出して1秒
経ったらチョキに，チョキを出して2秒経ったらパーに，パーを出して5秒経ったらまたグー
にして，グー・チョキ・パーを順に出すことを繰り返す。初めに出すのは自分の好きなものか
らでよいが，グーの次に出すのはチョキ，チョキの次に出すのはパー，パーの次に出すのはグー
の順は守る。
❷❶の作業を同時に行う。1分以上経った任意の時間（10秒の倍数でない時間）で「止め」の合図を
出す。

❸「止め」の合図とともに手の動きを止め，その時点のグー・チョキ・パーの数を数える。
❹❶～❸を3回繰り返し，グー・チョキ・パーの数の平均値を求める。
❺それぞれの時期の数と各時期の時間の相対的な関係を求める（各時期の数の平均値の合計を8

としたときの相対値を求める）。

Step.2

方法 5

10

15

　　　　
35人の授業で行った実験の結果は表2のようになった。
結果 20

▼表2 3回のモデル化実験の結果の例

グー チョキ パー 合計

1回 2 13 20 35

2回 3 14 18 35

3回 6 6 23 35

平均値 3.7 11.0 20.3

探究 細胞周期の観察2

▲図3　実験風景
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98　3編1章　体内環境

　成人の場合，体重の約60％が水であるが，そのなかで，体液は約26％を占
し

めてい

る❶。体液❷は，血
けっ

しょう，組
そ

織
しき

液
えき

，リンパ液
えき

に分けられる。
●血しょう　血

けつ

液
えき

のなかで，有形成分の赤
せっ

血
けっ

球
きゅう

，血
けっ

小
しょう

板
ばん

，白
はっ

血
けっ

球
きゅう

以外の液体成分を
血
けっ

しょうといい，血液の重さの約55％を占めている。血液は，心臓のポンプ作用に
よって，動脈から毛細血管へ，毛細血管から静脈を経て再び心臓へと，絶

た

えず血管の
中を循

じゅん

環
かん

している。血しょうには，タンパク質（アルブミン，グロブリンなど），無機
塩類，グルコースなどが含まれている。アルブミンは，水に非常に溶けやすい性質を
もっていて，血管内に水を保持するうえで重要な役割を担

にな

う。アルブミンが不足する
と，血しょうと組織液の間の水のバランスが崩

くず

れて，組織に血しょう成分が出ていき，
手足などのむくみの原因となる。また，血しょうには，血

けつ

液
えき

凝
ぎょう

固
こ

にかかわるタンパク

質や微
び

量
りょう

のホルモンなども含まれている。

B 体液

➡p.103
5

➡p.100

➡p.146

10

➡p.105

➡p.120

❶体重の約33％を占める水は，細胞の内側にある。これを細胞内液という。この細胞内液に対して，組織液，リンパ液，

血しょうを合わせた体液を細胞外液という。

❷血球内の液体（細胞内液）も血しょうと合わせて，体液として含めることもある。

▲図3　血液，組織液，リンパ液の流れの模式図 3_1_1_c_zu02_shu1
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　肺や心臓のように常に動いている器官に比べると，肝臓や腎
じん

臓
ぞう

は活発に動くことも
なく，体のどこにあるのかもわかりにくい。ところが，肝臓や腎臓は肺や心臓に匹敵
するような重要なはたらきをし，体液の成分を維持する機能を担

にな

っている。

●肝臓の構造 肝
かん

臓
ぞう

は，成人では1～2 kgか，それ以上の重さがあり，体内で最も大
きな器官である。
　肝臓には，肝

かん

門
もん

脈
みゃく

と肝
かん

動
どう

脈
みゃく

という異なる2つの血管を通して血液が流れ込
こ

んでいる。
　肝門脈は，胃や小腸の静脈からくる血管で，肝臓内で枝分かれして毛細血管となる。
肝門脈を流れる血液には，小腸で吸収されたグルコースやアミノ酸など，さまざまな
物質が含まれているが，酸素は小腸で消費されていてほとんど含んでいない。
　酸素は，別の血管である，心臓から直接くる肝動脈から供給される。この2つの血
管は，肝臓内の円柱形の構造をした肝

かん

小
しょう

葉
よう

の周辺部から内部へ入るときに合流して1

つになる。そして，毛細血管を経て肝小葉の中心部分を流れる中心静脈へとつながる。
肝小葉の中の血管では，肝細胞と血液の間で，物質のやり取りが行われている。
●肝臓のさまざまなはたらき　肝臓は，体の万能化学工場とも呼ばれ，さまざまな物
質の生成，貯蔵，分解を行い，体内環境の維持に重要なはたらきをしている。
１血糖値の調節　重要なはたらきの1つが，血液中のグルコース濃度（血

けっ

糖
とう

値
ち

）の調節
である。グルコースをグリコーゲンに変えて蓄

たくわ

えたり，逆に，グリコーゲンを分解し
グルコースとして血液中に戻

もど

したり，グルコースを合成（糖
とう

新
しん

生
せい

）したりして血糖値を
調節する。
2タンパク質の合成 アルブミンや血液凝固にかかわるタンパク質など，体内環境
を一定に保つうえで重要な血しょう中のタンパク質の多くを合成する。
3尿素の合成 タンパク質やアミノ酸の分解により生じた有害なアンモニアを，毒
性の少ない尿

にょう

素
そ

へと変えている。
4胆汁の生成　古くなった赤血球はひ臓で破壊され，ヘモグロビンからビリルビン
という物質ができる。ビリルビンは肝臓に運ばれ，胆

たん

汁
じゅう

（脂
し

肪
ぼう

の消化を助ける）中に排
出される。胆汁は胆

たん

管
かん

を通って胆のうに運ばれる。

3 体内環境を調節する器官
Organs that support internal environments

肝臓や腎臓は，体内環境の調節において，
どのようなはたらきをしているのだろうか。

体内環境 肝臓
腎臓

心臓
血液

5

A 肝臓による体内環境の調節

10

15

20
➡p.128

➡p.129

➡p.98
25

30
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108 3編1章　体内環境

　肺や心臓のように常に動いている器官に比べると，肝臓や腎
じん

臓
ぞう

は活発に動くことも
なく，体のどこにあるのかもわかりにくい。ところが，肝臓や腎臓は肺や心臓に匹敵
するような重要なはたらきをし，体液の成分を維持する機能を担

にな

っている。

●肝臓の構造 肝
かん

臓
ぞう

は，成人では1～2 kgか，それ以上の重さがあり，体内で最も大
きな器官である。
　肝臓には，肝

かん

門
もん

脈
みゃく

と肝
かん

動
どう

脈
みゃく

という異なる2つの血管を通して血液が流れ込
こ

んでいる。
　肝門脈は，胃や小腸の静脈からくる血管で，肝臓内で枝分かれして毛細血管となる。
肝門脈を流れる血液には，小腸で吸収されたグルコースやアミノ酸など，さまざまな
物質が含まれているが，酸素は小腸で消費され，少なくなっている。
　酸素は，別の血管である，心臓から直接くる肝動脈から供給される。この2つの血
管は，肝臓内の円柱形の構造をした肝

かん

小
しょう

葉
よう

の周辺部から内部へ入るときに合流して1

つになる。そして，毛細血管を経て肝小葉の中心部分を流れる中心静脈へとつながる。
肝小葉の中の血管では，肝細胞と血液の間で，物質のやり取りが行われている。
●肝臓のさまざまなはたらき　肝臓は，体の万能化学工場とも呼ばれ，さまざまな物
質の生成，貯蔵，分解を行い，体内環境の維持に重要なはたらきをしている。
１血糖値の調節　重要なはたらきの1つが，血液中のグルコース濃度（血

けっ

糖
とう

値
ち

）の調節
である。グルコースをグリコーゲンに変えて蓄

たくわ

えたり，逆に，グリコーゲンを分解し
グルコースとして血液中に戻

もど

したり，グルコースを合成（糖
とう

新
しん

生
せい

）したりして血糖値を
調節する。
2タンパク質の合成 アルブミンや血液凝固にかかわるタンパク質など，体内環境
を一定に保つうえで重要な血しょう中のタンパク質の多くを合成する。
3尿素の合成 タンパク質やアミノ酸の分解により生じた有害なアンモニアを，毒
性の少ない尿

にょう

素
そ

へと変えている。
4胆汁の生成　古くなった赤血球はひ臓で破壊され，ヘモグロビンからビリルビン
という物質ができる。ビリルビンは肝臓に運ばれ，胆

たん

汁
じゅう

（脂
し

肪
ぼう

の消化を助ける）中に排
出される。胆汁は胆

たん

管
かん

を通って胆のうに運ばれる。

3 体内環境を調節する器官
Organs that support internal environments

肝臓や腎臓は，体内環境の調節において，
どのようなはたらきをしているのだろうか。
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血液
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6 表 1120 　誤記

120 3編2章　体内環境を維持するしくみ

1節で紹介した自律神経系の作用以外にも，体の中には血流を使った情報の伝達手
段があり，細

さい

胞
ぼう

，組織，器官の活動を調整している。ここでは，内分泌系による調節
をみてみよう。

　体内環境の調節には，自律神経系による調節のほかにも，ホルモンという化学物質
による調節が行われている。ホルモンは，内

ない

分
ぶん

泌
ぴ

腺
せん

という器官や内分泌細胞から血液
中に直接放出される物質で，血液の循

じゅん

環
かん

とともに全身に行き渡り，低濃
のう

度
ど

でも特定の
器官や細胞に作用する特

とく

徴
ちょう

がある。成長や発育，食事の後の血糖値の調節など，持続
的な調節が必要な場合，ホルモンを使った調節が行われる。
ホルモンの作用を引き起こす範

はん

囲
い

や時間はさまざまである。例えば，甲
こう

状
じょう

腺
せん

からは

チロキシン（甲状腺ホルモン）が分泌され，ほぼ全身の細胞に作用して，その代
たい

謝
しゃ

を数
日から数週間の長期にわたって高めたり，成長を促

そく

進
しん

したりする。逆に，脳下垂体前
葉から分泌される甲状腺刺激ホルモンのように，甲状腺だけに直接作用して，チロキ
シンの分泌を促進する限定された機能をもつものもある。非常に低い濃度（10-9 g/mL）
で作用するのもホルモンの大きな特徴である。このようなホルモンを使って，情報を
伝え，体内環境を調節するしくみをもった器官や組織の集まりを内

ない

分
ぶん

泌
ぴ

系
けい

という。

2 内分泌系による調節
Control by endocrine system

ホルモンは，体内環境の調節において，ど
のようなはたらきをしているのだろうか。

内分泌系
調節

協同
調節

自律神経系
調節

5

A ホルモンと内分泌腺

10

➡p.128

15

内分泌腺 ホルモンの種類 おもなはたらき
視床下部 脳下垂体前葉への各種の放出ホルモン

成長ホルモン
甲状腺刺激ホルモン
副腎皮質刺激ホルモン
バソプレシン
チロキシン
パラトルモン
グルカゴン
インスリン
アドレナリン
糖質コルチコイド
鉱質コルチコイド

脳下垂体のホルモン分泌の調節
成長を促進，  血糖値を上げる。
チロキシンの分泌を促進
糖質コルチコイドの分泌を促進
腎臓の集合管での水の再吸収を促進
体内の化学反応を促進する（代謝促進）。
血液中のカルシウムイオン濃度を上げる。
血糖値を上げる（グリコーゲンの分解）。
血糖値を下げる（グリコーゲンの合成）。
血糖値を上げる（グリコーゲンの分解）。心拍数を増加させる。
血糖値を上げる（糖新生のためのタンパク質・脂質の分解）。
体内の無機塩類の量を調節

脳
下
垂
体

前葉

後葉
甲状腺
副甲状腺
す
い
臓

A細胞
B細胞

副
腎

髄質

皮質

▼表1　おもなホルモンのはたらき
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1節で紹介した自律神経系の作用以外にも，体の中には血流を使った情報の伝達手
段があり，細

さい

胞
ぼう

，組織，器官の活動を調整している。ここでは，内分泌系による調節
をみてみよう。

　体内環境の調節には，自律神経系による調節のほかにも，ホルモンという化学物質
による調節が行われている。ホルモンは，内

ない

分
ぶん

泌
ぴ

腺
せん

という器官や内分泌細胞から血液
中に直接放出される物質で，血液の循

じゅん

環
かん

とともに全身に行き渡り，低濃
のう

度
ど

でも特定の
器官や細胞に作用する特

とく

徴
ちょう

がある。成長や発育，食事の後の血糖値の調節など，持続
的な調節が必要な場合，ホルモンを使った調節が行われる。
ホルモンの作用を引き起こす範

はん

囲
い

や時間はさまざまである。例えば，甲
こう

状
じょう

腺
せん

からは

チロキシン（甲状腺ホルモン）が分泌され，ほぼ全身の細胞に作用して，その代
たい

謝
しゃ

を数
日から数週間の長期にわたって高めたり，成長を促

そく

進
しん

したりする。逆に，脳下垂体前
葉から分泌される甲状腺刺激ホルモンのように，甲状腺だけに直接作用して，チロキ
シンの分泌を促進する限定された機能をもつものもある。非常に低い濃度（10-9 g/mL）
で作用するのもホルモンの大きな特徴である。このようなホルモンを使って，情報を
伝え，体内環境を調節するしくみをもった器官や組織の集まりを内

ない

分
ぶん

泌
ぴ

系
けい

という。

2 内分泌系による調節
Control by endocrine system

ホルモンは，体内環境の調節において，ど
のようなはたらきをしているのだろうか。

内分泌系
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協同
調節

自律神経系
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A ホルモンと内分泌腺

10

➡p.128

15

内分泌腺 ホルモンの種類 おもなはたらき
視床下部 脳下垂体前葉への各種の放出ホルモン

成長ホルモン
甲状腺刺激ホルモン
副腎皮質刺激ホルモン
バソプレシン
チロキシン
パラトルモン
グルカゴン
インスリン
アドレナリン
糖質コルチコイド
鉱質コルチコイド

脳下垂体のホルモン分泌の調節
成長を促進，  血糖値を上げる。
チロキシンの分泌を促進
糖質コルチコイドの分泌を促進
腎臓の集合管での水の再吸収を促進
体内の化学反応を高める（代謝促進）。
血液中のカルシウムイオン濃度を上げる。
血糖値を上げる（グリコーゲンの分解）。
血糖値を下げる（グリコーゲンの合成）。
血糖値を上げる（グリコーゲンの分解）。心拍数を増加させる。
血糖値を上げる（糖新生のためのタンパク質・脂質の分解）。
体内の無機塩類の量を調節
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下
垂
体
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▼表1　おもなホルモンのはたらき
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7 2131 　誤記

3
編

131

液の流れを抑えて放熱を抑制するとともに，運動神経の活性を高め，興奮しやすくす
る。その結果，筋収縮（震

ふる

え）によって発熱を促
うなが

す反応をする。また，甲状腺ホルモン
は，体の各組織の代謝を活性化する。交感神経の刺激は，肝臓や筋肉でのグリコーゲ
ンの分解を引き起こして，代謝を活性化させ，体温の上昇を促す。
　新生児には，肩

けん

甲
こう

骨
こつ

の間や首筋などに，褐
かっ

色
しょく

の脂
し

肪
ぼう

組織（褐色脂肪組織）が多数みら
れる。褐色脂肪組織は成人でも存在し，交感神経の刺激によって活性化し，脂肪をさ
かんに分解することで体温の上昇に大きく貢

こう

献
けん

する。
●病原体の感染による体温変化　病原体の感染が引き金になって発熱することもある。
これは，病原体の侵

しん

入
にゅう

によって起こる炎症によって生じる刺激が，視床下部の体温調
節機構に作用し，全身性の体温上昇反応を引き起こすためである。

5

➡p.139
10

間脳・視床下部

脳下垂体前葉

内分泌腺

心　臓

褐色脂肪組織

肝　臓

皮　膚

寒冷刺激

病原体による炎症

温熱刺激

立毛筋
収縮

汗腺
発汗

血管
収縮

拍動
促進

拍動
抑制

発熱
促進

発熱
促進

発熱
抑制

発
熱
量
増
加

発
熱
量
減
少

放

熱

抑

制

放

熱

促

進

副
交
感
神
経

交
感
神
経ホ

ル
モ
ン

甲状腺副腎髄質

交
感
神
経

▲図13　体温調節のしくみ
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液の流れを抑えて放熱を抑制するとともに，運動神経の活性を高め，興奮しやすくす
る。その結果，筋収縮（震

ふる

え）によって発熱を促
うなが

す反応をする。また，チロキシン（甲
状腺ホルモン）は，体の各組織の代謝を活性化する。交感神経の刺激は，肝臓や筋肉
でのグリコーゲンの分解を引き起こして，代謝を活性化させ，体温の上昇を促す。
　新生児には，肩
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こう
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組織（褐色脂肪組織）が多数みら
れる。褐色脂肪組織は成人でも存在し，交感神経の刺激によって活性化し，脂肪をさ
かんに分解することで体温の上昇に大きく貢

こう

献
けん

する。
●病原体の感染による体温変化　病原体の感染が引き金になって発熱することもある。
これは，病原体の侵

しん

入
にゅう

によって起こる炎症によって生じる刺激が，視床下部の体温調
節機構に作用し，全身性の体温上昇反応を引き起こすためである。
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▲図13　体温調節のしくみ



番号
ページ 行 原　　　　　　　　文 訂　　　　正　　　　文 訂正理由

図書の記号・番号 生基 311
訂正箇所

（別紙様式第 13号別紙）

8 図 5173

4
編

173
植生：vegetation 高木層：tree layer 亜高木層：sub-tree layer 低木層：bush layer

草本層：herbaceous layer 地表層：surface layer 階層構造：stratification

　森林は，草原に比べて植生が占
し

める空間が大きく，
構造も複雑である。森林には，高

こう

木
ぼく

，低
てい

木
ぼく

，草
そう

本
ほん

など

さまざまな植物が生育する。発達した森林では，上か
ら高

こう

木
ぼく

層
そう

，亜
あ

高
こう

木
ぼく

層
そう

，低
てい

木
ぼく

層
そう

，草
そう

本
ほん

層
そう

，コケ植物など
が生える地

ち

表
ひょう

層
そう

などからなる階
かい

層
そう

構
こう

造
ぞう

がみられる。
　森林内の環境も多様である。例えば，森林内の光環
境について考えてみよう。上層の葉が密に茂

しげ

ると，下
層への光の透過が妨

さまた

げられるため，森林内の光環境は
平均すれば下層ほど暗い（図5）。しかし，森林内の光
環境は，森林の階層構造と太陽の方向や天気の影響を
受けるため，森林内の場所，１日の時刻や季節により
大きく変動する。例えば，高木層の樹木が葉を広げて
いる部分（林

りん

冠
かん

）に空
くう

隙
げき

が開くと，下層まで光が届きやすくなるため，周囲に比べて明
るくなる。また，冬の落葉樹林の林内は高木が葉を落とすため，夏に比べてずっと明
るくなる。

B 森林植生の階層構造と多様な光環境

▲図4　森林内の木漏れ日　林内
の地表面（林床）でも木漏

も

れ日の当
たる場所は周囲に比べてずっと明
るい。木漏れ日が多く当たる場所
は植物が光合成を行ううえで好都
合である。
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▲図5　森林の階層構造と平均的な明るさの変化　光は高木層を通り抜けると約10％になり，亜高木層を通
り抜けると数％にまで低下する。
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194　4編2章　バイオームとその分布

●バイオームの垂直分布　気温は，標高が100 m増すごとに0.5～0.6℃低下する。そ
のため，水平分布と同様なバイオームの分布が，低地から高地にかけてもみられる。
これを垂

すい

直
ちょく

分
ぶん

布
ぷ

といい，標高の低い方から高い方に向かって，低
てい

地
ち

帯
たい

（丘
きゅう

陵
りょう

帯
たい

），山
さん

地
ち

帯
たい

，亜
あ

高
こう

山
ざん

帯
たい

，高
こう

山
ざん

帯
たい

に分けられる。垂直分布のそれぞれの境界の標高は，低緯度ほ
ど高くなる。
　本州中部の太平洋側では，標高約700 mまでは低地帯で照葉樹林が，標高約700～
1,500 mは山地帯で夏緑樹林が，標高約1,500～2,500 mは亜高山帯でシラビソなどの
針葉樹林が分布する。さらに標高が高くなると，高木がなくなる森

しん

林
りん

限
げん

界
かい

に達する。
それよりも高所は高山帯で，ハイマツなどの低木が生育する。高山帯では，夏になる
とコマクサやハクサンイチゲなどの高山植物の草原（お花畑）がみられる。
　これまで，日本のバイオームの水平分布と垂直分布をみてきたが，自分たちの住む
地域が，どのバイオームに当てはまるか，観察実験10で確かめてみよう。

5

10

高山帯の植生
針葉樹林
夏緑樹林
照葉樹林
亜熱帯多雨林

ハイマツ（北海道）

シナノキンバイイワギキョウコマクサ ハクサンイチゲ

お花畑（北アルプス）

3,000m

4,000m

2,000m

1,000m

0m

羅
臼
岳

大
雪
山

羊
蹄
山

岩
手
山

日
光
白
根
山

富
士
山

大
峰
山

石
鎚
山

祖
母
山

霧
島
山宮

之
浦
岳

▲図15　日本のバイオームの垂直分布と高山帯にみられる植生　北海道から九州の屋久島までの代表的な
山の標高によるバイオームの違いを模式的に示している。
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1
編

23
細胞質：cytoplasm 細胞小器官：organelle 細胞質基質：cytoplasmic matrix

ミトコンドリア：mitochondria 葉緑体：chloroplast 液胞：vacuole 細胞壁：cell wall

　真核細胞は，核
かく

と細
さい

胞
ぼう

質
しつ

からなる。植物細胞は動物細胞と異なり，細胞膜の外側を
細
さい

胞
ぼう

壁
へき

が取り囲んでいる。
●核 一

いっ

般
ぱん

に，真核細胞には1つの核があり，核の内部には染色体がある。染色体は，
酢
さく

酸
さん

オルセインや酢酸カーミンなどの染色液によって染まり，おもな成分は，DNA

とタンパク質である。
●細胞質　細胞の核以外の部分を細

さい

胞
ぼう

質
しつ

という。細胞質には，ミトコンドリアなどの
さまざまな構造体（細

さい

胞
ぼう

小
しょう

器
き

官
かん

）があり，それぞれが特定の機能を分担している。細胞
小器官の間を細

さい

胞
ぼう

質
しつ

基
き

質
しつ

という液状の成分が満たしている。
ミトコンドリアは，球形あるいは円

えん

筒
とう

形で，呼吸によりエネルギーを取り出すはた
らきを行っている。葉

よう

緑
りょく

体
たい

は，植物細胞にみられる紡
ぼう

錘
すい

形をした細胞小器官で，クロ
ロフィルという色素を含み，光エネルギーを吸収して光合成を行っている。液

えき

胞
ほう

は，
細胞液で満たされており，成熟した植物細胞で顕

けん

著
ちょ

にみられる。糖や無機塩類の貯蔵
や無機塩類の濃

のう

度
ど

の調節などのはたらきをしている。植物細胞の種類によっては，花
の色や紅葉などのもとになる赤色，青色，紫色などの色素（アントシアニン）を含んで
いることがある。植物細胞の細

さい

胞
ぼう

壁
へき

のおもな成分はセルロースで，細胞の形を決める
はたらきや，細胞どうしを結び付けるはたらきをしている。
　細胞小器官や細胞質基質には，さまざまな酵

こう

素
そ

が含まれていて，物質の合成や分解
などの化学反応が行われている。細胞がこのような化学反応を行うことで，生命活動
が維

い

持
じ

されている。

D 真核細胞の構造

5

10

➡p.32 ➡p.40 探究1

➡p.30

15

➡p.28

20

　原核細胞や真核細胞の構成成分を

分
ぶん

析
せき

すると，水が多くの割合を占
し

め，

次いでタンパク質，脂質，炭水化物，

核酸（DNAまたはRNA）などの有
機物が含まれていることがわかる。

それぞれの有機物は，細胞を形づく

るだけではなく，細胞の生命活動を

支える物質として，重要なはたらき

を担
にな

っている。タンパク質は代
たい

謝
しゃ

の

際の酵素などとして，核酸は遺伝物質として，重要なはたらきをしている。

▲図a　原核細胞と真核細胞の構成成分

大腸菌（原核細胞） ヒト（真核細胞）

タンパク質
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タンパク質
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原核細胞と真核細胞の構成成分
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原核細胞と真核細胞の構成成分
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